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児童養護施設の子どもの退所後の自立支援

齋藤 謁（恵泉女学園大学）
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問題と目的

児童養護施設（以下 施設と略記）で育った子ど

もたちにとっての自立は，一般家庭の子どもでも

同様ではあるが，とりわけ重要な課題の一つとな

る。その理由の一つは，施設退所後の経済的・心

理的な支援を，必要であっても誰にも期待しにく

い状況があるからである。

筆者は，施設における子どもの支援に携わって

きている。今までの研究においては，施設退所し

た場合の支援の実践や，施設入所中からの心理支

援，この問題への認識を青年の段階で伝える頃の

効果や，当該の子どもたちのその問題への認識な

どを取り上げ，試みたことを報告してきた。そう

した過程を経て，自立という課題に対し，子ども

を取りまく多職種の専門家が共有できることをも

てるのであれば，支援においてより高い効果が期

待できると考えるようになった。

それは，自立というと，経済的な問題，具体的

な生活のスキルや心理的な孤立の回避などが重点

的な課題として改めて確認出来たことへの対応策

としてのさらなる方法の試みと考えられる。本報

告では，教育面かでどのようなアプローチが必要

か，そしてそれらが，心理職，福祉職，教育職で

共有できる方法があるのか，その認識と具体的方

法を検討することを目的とし，改めて適切な実践

方法を模索する。

本研究の目的に即し，①子どもに関わる専門職

者には，関わり方の重要点に関して共通して自覚

する認識が見られる。②子どもに関わる専門職者

は，その立場により重視する内容に差が見られる。

③「社会的養護」について知らない場合，抽象的

な認識が見られる。④立場の違いによる意見の共

通点と相違点を上手に組み合わせることで，自立

に向けての教育的な関わりの有効性が期待できる

という仮説を検証することを試みる。

方 法

実施方法

社会的養護にある子どもの自立に対する考え方，

具体的方法についてのアンケートを実施する。

調査参加者

福祉職，教師，大学生

手続き

「子どもの独り立ち」に対する認識をプレ調査

などで捉えたのち，上記の対象者にアンケートを

実施する。属性・「社会的養護」の知識などの他の

質問項目は，以下のとおりである。

「子どもの独り立ちに必要な教育とは」「社会的養

護の子どもの独り立ちに必要な教育とは」「子ども

の独り立ちに対する専門家の関わり方の留意点」

である。

結 果

「社会的養護」については『知っている』とい

う回答が多かった。その上で福祉職と教師の意見

を比較する。

一般的な「独り立ちに必要な教育」では，教

員が『問題解決能力』『向上心』『信頼感』『基礎学

力』，福祉職が『生活習慣』『スキル』。両者に共通

は『コミュニケーション能力』『金銭管理』『身辺

自立』 「社会的養護の子ども」では，教員は『他

者とつながれる力』『一般常識』，福祉職は『相談

できる力』『社会的資源の知識』。「留意点」では教

員は『問題解決能力』『子どもの尊重』，福祉職は

『基本的生活スキルの徹底』『判断力・考える力』

『一人一人を大切にする』『意思決定力』などを挙

げている。次に学生の回答では，一般では，『一般

教養』『基礎学力』『体験』，「社会的養護」では，

『マナー習得』『精神面』『コミュニケーション力』

を挙げ，「留意点」では，『一人一人に合った指導』

『帰れる場所を作る』『細やかな指導』などが挙が

っている。

「社会的養護」を知らない回答では，『愛情が必

要』などの回答が見られた。

考 察

生活支援，育成に関わる現場の福祉職者は，生

活場面での責任を負うことから，生活スキルや心

理状態に着眼する傾向が高くなり，学校という場

面で出会う教師は，個々の力を伸ばし力を発揮で

きることを考える。共通するのは，基本的な生活

スキル・学力，他者との信頼感の獲得である。独

り立ちに向けての当事者である学生もほぼ同様な

回答が見られ，独り立ちに向けて，受け身でいる

ことを必要としているわけではないことが明らか

になった。これらから見られる共通項からは，個

別の働きかけが中心となる心理支援とは少し異な

り，他者と共に何かに取り組むなどの協働作業な

どを通して，他者との信頼関係を獲得したり，基

本的スキルを身に着けるなどの経験をすることが

考えられる。これらはいずれもそれぞれに即した

実践を試みているので，今後はさらに具体的な方

法を検討し続けることが重要である。
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幼児の交通行動と親の行動の関係
―不適切行動のモデリング―
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目 的

幼児は自分が交通事故に遭わないためだけでな

く，将来的に適切な交通行動をとることができる

ように，交通ルールやマナーに関する知識と行動

を身につけていかなくてはならない。幼児がその

ような知識と行動を最も効果的に身につける方法

として、近くにいる保護者の行動を模倣すること

がある。そこで本研究では、保護者が子どもの前

でどのような交通行動をしているのか，子どもが

保護者の交通行動をモデリングすることについて

どのように認識しているのか，子どもは不適切な

交通行動を保護者が行うことをどのようにとらえ

ているのかについて，交通場面における定点観察

調査，保護者に対する質問紙調査，幼児に対する

ヒアリング調査を行っている。本稿では，幼児に

対するヒアリング調査の結果を中心に述べたい。

方 法

調査対象者

東京都内の 幼稚園に通っており，調査をする

にあたり保護者の同意を得られた 名を調査対

象とした。内訳は，年中男児 名（ ％），年中

女児 名（ ％），年長男児 名（ ％），年長

女児 名（ ％）であった。

調査手続き

子どもに対して半構造化ヒアリング調査を個別

に行った。交通場面で不適切な行動をしている人

が描かれたイラスト（練習 枚、交通場面 枚）

を見せて，不適切な行動をしている人は誰か，そ

の理由は何か，その場面でどのように行動をした

らよいか，自分はこのようなことをしたことがあ

るかなどを尋ね、子どもが自由に語った発言を記

録した。調査は幼稚園の空き教室で行った。調査

時間は 人につき約 ～ 分であった。調査時

期は 年 月であった。

結果と考察

信号無視

を示し，良くない行動をしている人と

その理由を尋ね，男の子が赤信号で渡っているこ

とを指摘した場合を正答とした。全体の 割以上

が赤信号で渡っている子どもが不適切であると回

答した。正答した子どもに対して，この男の子は

どうすべきであったのかを尋ねたところ，すべて

の子どもが「信号が青になるまで横断歩道で待っ

てから渡る」と答えることができた。

赤信号で横断した経験を尋ねたところ，全体の

約 割の子どもがあると答えた。子どもが自発的

に述べた発言の中で，保護者が赤信号で子どもを

連れて渡り，子どもに赤信号の言い訳をしている

様子があった。子どもは，赤信号で渡ってはいけ

ないことを知っているが，実際に保護者が子ども

の手を引いて赤信号で渡ることがあることから，

「車が来ていなければ，渡っても良い」「大人と一

緒であれば，渡っても良い」と考えたと思われる。

横断歩道の 歩きスマホの

場面 場面

ながらスマホ，縁石上の歩行

を示し，良くない行動をしている人と

その理由を尋ねた。これには，ながらスマホと縁

石の上を歩く行為の つの不適切な行動が描かれ

ているため， つの回答が出た後に，「他にはあり

ませんか」と再質問した。ながらスマホと縁石の

両方を正答した子どもは全体の ％であった。両

方を正答した割合とながらスマホのみを正答した

割合（ ％）を併せると， ％であった。ながらス

マホを正答した子どもに対して，この人はどうす

べきであったのかを尋ねたところ，ほとんどの子

どもが「スマホの操作をしない」「立ち止まって操

作をする」といった適切な内容を答えた。

「パパは走りながらでもスマホを見られるんだ

よ」，「パパは，車を運転しながらポケモン をで

きるよ」と述べた子どもがいたが，その子たちは

ながらスマホを不適切な行為であると思っておら

ず，むしろ父親が走りながら，あるいは運転しな

がらスマホを操作できることを自慢するように伝

えてきた。ながらスマホをするのが良くないこと

であると思いながら，保護者がその姿を見せるこ

とは，子どもの規範意識を低下させることにつな

がる。また，不適切であると思っていない子ども

にとっては，その行為が憧れのものとなり，自分

ができる状況になったら，模倣をしてしまうこと

になると思われる。


